
 大普賢岳        2024 年９月２８日   参加者 ＭＴ、ＲＩ、ＭＳ MS 記 

コース：和佐又ヒュッテ→笙の窟→大普賢岳山頂→笙の窟→和佐又ヒュッテ→和佐山登山口バス停 

 

ヒュッテを 6:00に出発 

キャンプ地を抜けて山道に入る 

大普賢岳は山岳修験の山で修行の窟が 4 箇所

ある。 

 

 

和佐又山分岐を過ぎて樹林帯の道を登って行く。 

 

40 分ぐらい行くと最初のシタンノ窟に、次の朝日ノ窟、最大の笙ノ窟と鷲ノ窟と続く。 

鉄梯子やトラバースのある険しい道である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シダン(指弾)ノ窟（左）と朝日ノ窟 

 

 

笙ノ窟と鷲ノ窟（右） 

 



霧の中を岩ゴロ急登、鉄梯子に鎖と桟橋が続く。 

日本岳のコルに上がると大峰山縦走路となってやがて大普賢岳山頂に着く。 

 

山頂にて 

 

復路は来た道を慎重に下る。笙ノ窟で修行の人達がいた。 

途中、雨が降って雨具を着ける。和佐又山はパス。 

ヒュッテで休憩する。バス停まで下り 16:35 のバスに乗る。 

 

【余談】 

ヒュッテからバス停までの道で、行きも帰りもサルナシの実

を採集。T さんが焼酎に漬けるとのこと。後日のお楽しみであ

る。 

 

 

 

出会った花   

アケボノソウ 

ミカエリソウ 

ヤチトリカブト 

マルミノヤマゴボウ 


